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イ
ン
ド
経
済
が
二
〇
〇
三
年
以

降
、大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

世
界
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
イ
ン
ド
は
〇
三
年
度
か

ら
〇
六
年
度
ま
で
の
年
平
均
成
長
率

が
八
・
六
％
を
記
録
し
、
ロ
シ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
諸
国
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

成
長
の
背
景
を
探
っ
て
み
ま
す

と
、
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に
代
表
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
業
の
比
率
が
五
割
を
占
め

て
お
り
、
全
体
を
大
き
く
け
ん
引
し

て
い
ま
す
。
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

に
占
め
る
投
資
の
比
率
も
上
昇
し
て

お
り
、
そ
れ
を
支
え
る
貯
蓄
も
増
え

る
と
い
う
好
循
環
が
経
済
安
定
化
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
現
在
、
世

界
中
で
活
躍
す
る
優
秀
な
人
材
が
輩

出
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
特
徴
は
Ｂ

Ｐ
Ｏ
か
ら
Ｋ
Ｐ
Ｏ
（
知
識
プ
ロ
セ
ス

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
へ
、
Ｉ
Ｔ
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
半
導
体
設
計
や
プ
ラ
ン

ト
設
計
な
ど
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

全
体
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
方

向
に
移
行
し
、
Ｉ
Ｔ
産
業
が
成
長
を

遂
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
株

価
も
〇
三
年
以
降
、
上
昇
基
調
が
続

い
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
の
資
本
流

入
も
活
発
で
す
。
内
訳
は
証
券
投
資

に
対
外
商
業
借
り
入
れ
で
す
。

経
済
の
自
由
化
が
進
展

こ
う
し
た
高
成
長
を
支
え
る
経
済

改
革
路
線
は
、
度
重
な
る
政
権
交
代

で
も
堅
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
安

定
感
は
イ
ン
ド
の
民
主
主
義
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
、
イ
ン
ド
経
済
を
支
え

る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
対
外
経

済
政
策
は
段
階
的
に
自
由
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
貿
易
政
策
で
は
〇
一
年

に
輸
入
数
量
規
制
が
撤
廃
さ
れ
、
最

高
基
本
関
税
率
も
〇
〇
年
に
四
〇
％

で
し
た
が
、
〇
七
年
に
一
〇
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

外
資
政
策
で
は
い
く
つ
か
の
禁
止

政
策
が
あ
り
ま
す
。
個
別
に
出
資
比

率
上
限
規
制
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
一

部
の
産
業
に
あ
り
ま
す
。
保
険
が
二

六
％
、通
信
が
七
四
％
な
ど
で
す
が
、

製
造
業
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
一
〇

〇
％
ま
で
出
資
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

イ
ン
ド
の
消
費
市
場
は
、
中
間
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
小
売
市
場
は
〇
六
年
の
百

二
十
四
億
謖
か
ら
一
〇
年
に
は
四
百

五
十
億
謖
の
市
場
へ
成
長
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
消
費

市
場
を
け
ん
引
す
る
の
が
自
動
車
市

場
で
す
。二
輪
車
、乗
用
車
、商
用
車
、

三
輪
車
い
ず
れ
も
、
〇
三
年
度
か
ら

〇
六
年
度
ま
で
の
年
平
均
伸
び
率
が

二
け
た
を
超
え
て
い
ま
す
。
特
に
小

型
車
は
構
成
比
が
乗
用
車
市
場
の
約

六
割
を
占
め
、
主
力
市
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
携
帯
電
話
市
場
も
急
速
に

拡
大
し
て
お
り
、
〇
七
年
七
月
か
ら

九
月
ま
で
の
月
平
均
で
約
八
百
万
件

の
純
増
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

課
題
は
物
流
効
率
化

自
由
貿
易
推
進
の
取
り
組
み
も
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
タ
イ
お
よ
び

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
発
効
済
み
で
す
。
現

在
、
日
本
、
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、

韓
国
と
の
交
渉
が
進
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
イ
ン
ド
経
済
の
課
題
と
成

長
性
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

ず
、
イ
ン
フ
ラ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

電
力
の
不
足
率
は
一
四
％
で
す
。
物

流
を
支
え
る
港
湾
、道
路
、鉄
道
も
整

備
が
必
要
で
す
。
今
、
イ
ン
ド
政
府

と
日
本
政
府
共
同
の
新
し
い
構
想
と

し
て
、「
デ
リ
ー
・
ム
ン
バ
イ
間
産

業
大
動
脈
」
構
想
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
高
速
貨
物
鉄
道
を
中
心
と
す
る

物
流
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

法
制
度
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、

硬
直
的
な
労
働
法
制
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
従
業
員
の
解
雇
に
は
州
政
府
の

許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
人
的
開
発
の
重
要
性
も
課
題
で

す
。
識
字
率
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
教
育
の
普
及
も
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

二
十
年
後
に
は
イ
ン
ド
の
人
口
が

中
国
を
抜
く
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

老
齢
人
口
比
率
も
中
国
よ
り
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
イ
ン
ド
の
成

長
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

ド
経
済
は
今
、
ま
さ
し
く
離
陸
を
始

め
た
と
こ
ろ
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。
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経済けん引するＩＴサービス
世界に通用する人材輩出も

大
い
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
イ
ン
ド
経
済
の
展
望

新
興
国
で
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
将
来

の
経
済
発
展
に
希
望
の
持
て
る
国
と

し
て
、
中
国
と
並
び
イ
ン
ド
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
十
一
億
人
の
人
口

を
擁
し
、
そ
の
半
分
は
二
十
五
歳
以

下
で
す
。
米
国
の
人
口
統
計
局
の
数

字
で
は
、
二
〇
二
五
年
、
二
十
歳
か

ら
二
十
四
歳
の
若
者
の
人
口
を
検
証

し
た
場
合
、
イ
ン
ド
を
一
〇
〇
と
す

る
と
中
国
は
八
〇
、日
本
は
六
で
す
。

ス
ト
ッ
ク
を
考
慮
し
な
い
場
合
の

経
済
力
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
ら
、

日
本
人
の
若
者
一
人
が
イ
ン
ド
の
同

世
代
の
十
六
人
と
同
じ
経
済
効
果
を

生
ま
な
い
と
、
両
国
の
経
済
は
拮
抗

（
き
っ
こ
う
）
し
な
く
な
り
ま
す
。

文
化
の
違
い
を
理
解
す
る

イ
ン
ド
は
特
殊
な
経
済
体
制
に
な

っ
て
い
ま
す
。
普
通
、
新
興
国
で
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
半
分
が
製
造
業
で
す

が
、
イ
ン
ド
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
半

分
強
を
占
め
て
い
ま
す
。
残
り
の
半

分
弱
を
製
造
業
と
農
業
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
産
業

は
あ
ま
り
就
労
人
口
を
必
要
と
し
ま

せ
ん
。
従
っ
て
イ
ン
ド
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
が
最
大
の
リ
ス
ク
に
な
り
か
ね

な
い
と
い
え
ま
す
。

逆
に
言
い
ま
す
と
日
本
最
大
の
リ

ス
ク
は
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
得
ま
す
。

少
子
高
齢
化
で
労
働
力
が
減
少
し
ま

す
と
、
後
継
者
が
い
な
い
理
由
で
廃

業
す
る
企
業
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の

場
合
、
自
国
技
術
の
伝
承
を
国
境
を

超
え
て
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
イ
ン

ド
の
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
が
日
本
の

そ
れ
と
表
裏
一
体
と
な
る
わ
け
で
す
。

日
本
と
イ
ン
ド
の
文
化
や
習
慣
の

違
い
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
。
日
本
は
全
体
指
示
が
あ
っ
て
、

あ
い
ま
い
な
部
分
も
自
分
な
り
に
判

断
し
仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
プ

ラ
ス
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
評
価
に

つ
な
が
り
ま
す
。
イ
ン
ド
は
明
確
に

指
示
さ
れ
た
こ
と
を
忠
実
に
実
行
し

ま
す
。
契
約
社
会
た
る
ゆ
え
ん
で
す
。

気
質
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

イ
ン
ド
の
強
み
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

で
、
利
益
率
の
高
さ
が
国
際
競
争
力

の
源
泉
で
す
。
売
上
高
純
利
益
率
が

三
割
に
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ル
ピ

ー
が
基
軸
通
貨
に
対
し
て
強
く
な
る

の
も
こ
の
た
め
で
す
。
二
輪
車
製
造

で
も
世
界
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
年
間
八
十
万
台
で
す

が
、
イ
ン
ド
に
は
そ
の
四
倍
を
超
え

る
三
百
数
十
万
台
を
製
造
す
る
企
業

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
乗
用
車
で
も

ア
ジ
ア
市
場
の
約
一
割
を
イ
ン
ド
で

生
産
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
市
場
も
急
激
に
成
長
を

遂
げ
て
い
ま
す
。
〇
七
年
七
月
か
ら

九
月
ま
で
の
月
平
均
で
約
八
百
万
人

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
市

場
拡
大
を
支
え
て
い
る
の
が
中
間
層

の
人
た
ち
で
す
。
経
済
成
長
を
支
え

る
の
は
究
極
的
に
は
人
材
で
す
。

イ
ン
ド
に
は
熱
意
に
満
ち
た
若
者

が
非
常
に
多
い
。
私
自
身
、
約
十
六

年
前
現
地
で
初
め
て
会
っ
た
若
者
た

ち
の
目
の
輝
き
は
今
で
も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
自
ら
人
生
を
切
り
開

い
て
い
く
と
い
う
意
志
の
強
さ
が
目

に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

実
情
認
識
が
重
要

イ
ン
ド
に
進
出
す
る
場
合
、
進
出

形
態
を
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。進
出
形
態
と
し
て
は
、ジ
ョ
イ
ン

ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
独
自
資
本
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は
第
三
の
進
出
形
態
を

考
え
ま
し
た
。
合
弁
独
資
と
い
う
形

態
で
す
。
人
的
合
弁
、
資
本
的
独
資
。

資
本
は
一
〇
〇
％
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
わ
り
に
イ
ン
ド
の
人
材
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

日
本
人
が
現
地
で
、
人
事
、
労
務

か
ら
す
べ
て
を
掌
握
で
き
ま
せ
ん
。

業
務
に
精
通
し
た
イ
ン
ド
の
人
材
に

権
限
を
委
譲
し
、
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
欧

米
で
成
果
を
上
げ
た
方
も
多
く
、
信

頼
し
て
任
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

イ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
は
、

い
か
に
日
本
側
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
、イ
ン
ド
の
実
情
を
認
識
し
、

会
社
と
し
て
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
か
に
掛
か
っ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

米
国
に
流
出
し
て
い
た
優
秀
な
Ｉ

Ｔ
人
材
が
過
去
三
年
で
六
万
人
、
イ

ン
ド
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頭
脳

と
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
情
熱
が
ミ
ッ
ク

ス
し
た
時
の
イ
ン
ド
に
は
素
晴
ら
し

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
技

術
支
援
、
人
材
育
成
支
援
に
よ
る
相

互
理
解
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
日
本

が
メ
リ
ッ
ト
を
得
る
と
と
も
に
、
イ

ン
ド
の
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
こ
と
も

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
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イ
ン
ド
と
日
本
が
お
互
い
の
国
を

正
し
く
理
解
し
て
い
る
か
と
考
え
た

場
合
、
残
念
な
が
ら
間
違
っ
た
イ
メ

ー
ジ
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。
こ
う
し
た
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に

関
し
て
、一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
、両
者

が
本
当
の
意
味
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

な
る
た
め
の
努
力
が
必
要
で
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、
異
な
る
点
や

共
通
性
を
認
識
し
、
お
互
い
が
補
完

し
合
っ
て
と
も
に
成
長
で
き
る
か
を

考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

世
界
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応

イ
ン
ド
と
日
本
を
比
較
し
ま
す

と
、
両
者
は
ま
た
と
な
い
パ
ー
ト
ナ

ー
に
な
り
得
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

日
本
は
素
晴
ら
し
い
製
品
を
持
っ
て

お
り
、
イ
ン
ド
の
人
た
ち
は
ハ
イ
テ

ク
製
品
を
欲
し
が
っ
て
い
ま
す
。
日

本
に
は
産
業
や
技
術
が
あ
り
、
イ
ン

ド
に
は
原
材
料
お
よ
び
技
術
を
生
か

す
人
材
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

経
済
の
相
性
は
良
い
の
に
、
貿
易

で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
互
い
に
こ
う
し
た
点
を
再
確

認
す
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

今
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
は
日
本
の
投
資
国
と
し
て
は

第
四
位
で
あ
り
、
約
三
百
五
十
の
日

本
企
業
が
イ
ン
ド
で
事
業
展
開
し
て

い
ま
す
。
人
気
の

高
い
車
、
二
輪
車

は
日
本
製
で
す
。

カ
メ
ラ
、
テ
レ
ビ

や
オ
ー
デ
ォ
オ
製

品
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。

イ
ン
ド
経
済
は

右
肩
上
が
り
に
成
長
を
続
け
て
お

り
、
八
％
を
超
え
る
成
長
率
で
す
。

国
際
貿
易
と
国
内
消
費
の
拡
大
が
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
支
え
て
い
ま
す
。
経

済
規
模
は
一
兆
謖
に
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
サ
ー
ビ
ス

産
業
が
そ
の
成
長
を
け
ん
引
し
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
は
工
業
生
産
の
伸

び
も
顕
著
で
す
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
貯
蓄
率
や
資
本

形
成
は
先
進
諸
国
の
パ
タ
ー
ン
に
近

く
、
約
二
〇
％
の
貯
蓄
率
、
そ
し
て

資
本
形
成
率
が
イ
ン
ド
企
業
の
資
金

調
達
を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。
株
式

市
場
の
改
革
も
弾
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
電
子
商
取
引

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
場
企

業
は
倫
理
的
な
規
範
を
順
守
し
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
担
保
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
が
イ
ン
ド
で
得
ら
れ
る
も
の

を
考
え
ま
す
と
、技
能
水
準
お
よ
び
、

教
育
水
準
の
高
い
労
働
力
が
あ
り
ま

す
。
し
か
も
世
界
最
大
の
自
由
主
義

経
済
か
つ
民
主
主
義
国
家
で
あ
り
、

そ
れ
は
政
権
が
交
代
し
て
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
人
口
動
態
も
健
全
で
、
生

産
人
口
も
多
く
、
し
か
も
市
場
経
済

と
い
う
日
本
を
は
じ
め
世
界
企
業
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
ま

す
。多

様
性
が
魅
力

イ
ン
ド
の
市
場
性
に
は
魅
力
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
中
間
層
の
生
活
水

準
が
豊
か
に
な
り
、
消
費
者
市
場
の

拡
大
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
し
か
も

イ
ン
ド
に
は
超
富
裕
層
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
米
国
に
次
ぐ
第
二
位
で
総

資
産
三
千
五
百
億
謖
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
的
な
企
業
買
収
に
乗
り

出
す
企
業
も
現
れ
て
い
ま
す
。

経
済
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
持
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を
支
え

る
国
民
、
安
定
し
た
政
治
制
度
が
必

要
で
す
。
イ
ン
ド
は
民
族
、
宗
教
、

社
会
、
経
済
、
そ
の
他
の
面
で
も
実

に
多
様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。
二
十

八
の
州
か
ら
構
成
さ
れ
、
十
八
の
公

式
言
語
が
あ
り
、
各
州
に
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
政
治
制
度
を
構

成
し
て
い
る
の
は
、
複
数
政
党
に
よ

る
民
主
主
義
で
あ
り
、
電
子
投
票
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｈ
Ｌ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
、

欧
州
に
お
け
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ー
ダ

ー
で
す
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
Ｄ

Ｈ
Ｌ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
、
Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｔ
、
Ｄ
Ｈ
Ｌ
　
Ｇ
ｌ
ｏ

ｂ
ａ
ｌ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

が
、
国
際
輸
送
、
国
内
輸
送
、
海
上

航
空
貨
物
輸
送
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

最
大
の
企
業
で
、
一
貫
性
の
あ
る
物

流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
Ｄ
Ｈ
Ｌ
は
皆
様
の
成
功
を
念

頭
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

正
し
く
理
解
す
る
努
力
が
必
要

補
完
し
合
え
る
関
係
が
理
想

一
九
九
〇
年
代
の
初
め
、
中
国
は

世
界
の
経
済
大
国
に
な
る
た
め
の
成

長
を
開
始
し
、
現
在
世
界
第
四
位
で

す
（
二
〇
〇
六
年
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン

キ
ン
グ
）。
イ
ン
ド
は
、
Ｉ
Ｔ
を
中

心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
飛
躍
的

な
成
長
に
よ
り
、
現
在
世
界
十
二
位

（
同
）、
ア
ジ
ア
で
第
三
位
の
地
位
に

あ
り
ま
す
。

中
国
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
企

業
の
存
在
で
す
が
、
中
国
で
は
約
六

千
社
が
活
動
し
て
い
る
の
に
比
べ
、

イ
ン
ド
で
は
約
二
百
社
（
〇
六
年
）

で
す
。
ド
イ
ツ
の
企
業
は
既
に
四
千

社
が
イ
ン
ド
で
事
業
展
開
し
て
い
ま

す
。拡

大
す
る
対
日
本
貿
易
額

イ
ン
ド
は
大
き
な
消
費
国
で
あ
る

と
と
も
に
、
製

造
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
の
国
で
も

あ
り
ま
す
。
日

本
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
多
額

の
投
資
計
画
を

明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
社
会

イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
も
同
様
で
す
。

イ
ン
ド
政
府
は
一
二
年
ま
で
に
、
発

電
所
、
空
港
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
に
三
千
二
百
億
謖
を
投
資
す
る
計

画
で
、
こ
れ
と
は
別
に
民
間
企
業
も

イ
ン
フ
ラ
投
資
を
始
め
て
お
り
、
ア

ー
ン
ス
ト
＆
ヤ
ン
グ
に
よ
る
と
そ
の

金
額
は
一
二
年
ま
で
に
一
千
二
十
億

謖
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
計
画

は
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な

り
ま
す
。

イ
ン
ド
は
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た

国
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

米
国
西
海
岸
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ

ん
。
東
京
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
は
飛

行
機
で
十
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
九
時
間
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
。

日
本
と
イ
ン
ド
の
貿
易
額
は
、
日

本
の
総
貿
易
額
の
〇
・
七
％
ほ
ど
で

す
が
、
伸
び
率
は
極
め
て
大
き
く
、

イ
ン
ド
か
ら
の
対
日
輸
出
は
二
六
・

二
％
増
、
輸
入
は
二
五
・
九
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
（
〇
六
年
・
財
務
省

調
査
）。

イ
ン
ド
政
府
の
産
業
政
策
は
、
過

去
数
十
年
中
国
と
は
異
な
る
も
の
で

し
た
。イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
、

主
に
国
内
投
資
と
消
費
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
輸
出
は
成
長
の
機
関

車
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
イ
ン
ド

は
あ
ま
り
海
外
直
接
投
資
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
最
近
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸

び
は
中
国
の
半
分
程
度
で
し
た
が
、

近
年
の
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
急
成

長
で
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
縮
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

中
国
と
イ
ン
ド
の
繁
栄
へ
の
道
は

異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
は
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
産
業
の
蓄
積

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
国
内
の
部
品
・

素
材
産
業
の
発
展
に
進
展
、
国
内
需

要
の
拡
大
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
一

方
イ
ン
ド
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業

の
急
速
な
発
展
を
契
機
に
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
、
製

造
業
の
発
展
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
管
理
に
配
慮
を

イ
ン
ド
経
済
に
は
、
い
く
つ
か
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
依
然

と
し
て
高
い
レ
ベ
ル
の
関
税
で
す
。

国
の
発
展
に
と
っ
て
も
障
害
と
な
り

ま
す
。
次
に
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
道
路
、

鉄
道
、
港
湾
、
電
気
、
電
話
・
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
ま
だ
ま
だ
投

資
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

官
僚
的
で
複
雑
な
各
種
手
続
き
の
簡

素
化
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

私
か
ら
い
く
つ
か
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
イ
ン
ド
の

実
情
に
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
必
要
で
す
。
そ
の
国
の
文
化
や
商

慣
習
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
併
せ
て
経
験
豊
富
で
国
際
感
覚

を
備
え
た
ロ
ー
カ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

存
在
も
必
要
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
採

用
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
配
慮
が
必

要
で
す
。

Ｄ
Ｈ
Ｌ
は
ア
ジ
ア
と
世
界
で
フ
ル

レ
ン
ジ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
で

は
市
場
シ
ェ
ア
三
七
％
を
占
め
、
最

強
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
国
内
輸
送

（
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｔ
）
お
よ
び

国
際
輸
送
（
Ｄ
Ｈ
Ｌ
）
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
イ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

が
成
功
す
る
よ
う
に
お
手
伝
い
致
し

ま
す
。

デ
ィ
ー
・
エ
イ
チ
・
エ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
社
長

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ツ
ォ
ー
ン
氏

複
雑
な
各
種
手
続
き
を
簡
素
化

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
作
成
急
務

Ｄ
Ｈ
Ｌ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ（
イ
ン
ド
）Ｐ
ｖ
ｔ
リ
ミ
テ
ッ
ド
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
チ
ャ
ン
ド
ラ
シ
ェ
カ
ー
ル
・
ピ
ト
レ
氏

日経産業新聞フォーラム2007「新時代に向けたアジア新
興市場の可能性―ポスト中国としてのインドマーケットの未
来―」（主催・日本経済新聞社、特別協賛・ディー・エイチ・エ
ル・ジャパン）が11月21日に開催された。アジアの新興巨大
市場インドにスポットをあて、成長続くインド経済の現状や日
本とのビジネス拡大のための施策、その際重要な鍵を握るロ
ジスティクスなどをテーマに4つの講演が行われた。

URL  http://www.dhl.co.jp

イ
ン
ド
が
今
、
希
求
す
る
こ
と
と
日
本
の
応
え
方
―
日
印
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
た
め
の
要
諦
―

リスクとメリットは表裏一体
日本の支援が相互理解に貢献

講　演

特
別
講
演 

１

ア
ジ
ア
の
新
興
巨
大
市
場

中
国
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

特
別
講
演 

２

日
印
間
ビ
ジ
ネ
ス
を
制
す
る
た
め
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
は


